
７月６日、「わくわく農業体験」
が行われました。子どもたちは、
自分たちの育てたトウモロコシ
を、楽しそうに収穫していまし
た。（関連記事は19ページ掲載）

8
2013

AUGUST

広報おうら | No.563

わたしの育てた
トウモロコシ♪

Closeup
クローズアップ 郷土の偉人を再発見

岡部蒼風【おかべ そうふう】

特集
祈り語り継ぐ尊いもの
戦争を知らない世代ができること



わたしたちの定番。おうら祭り。

祭りという日の再会に
ありがとう―。
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わたしたちの定番。おうら祭り。

毎
年
、
お
う
ら
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、

町
民
参
加
型
の
祭
り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
記
録
よ
り
記
憶
に
残
る
祭
り
」
を
目
指
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

故ふ
る
さ
と郷
の
な
つ
か
し
い
記
憶
に
残
る
夏
祭
り
。

ご
家
族
で
も
、
友
達
で
も
、
そ
し
て
恋
人
で
も
…

そ
の
一
ペ
ー
ジ
を
刻
み
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

今
年
の
夏
、
ラ
ス
ト
を
飾
る
思
い
出
を
ぜ
ひ
「
お
う
ら
祭
り
」
で
。

※詳しい内容は、８月中に全戸配布される
「おうら祭りプログラム」をご覧ください。

第23 回 おうら祭り
ORA Festival 2013

●主催おうら祭り実行委員会

●問合先役場産業振興課Ｇ47-5026
　　　　 町商工会Ｇ88-0082

日８月18日
午前10 時～午後８時45 分

日時

シンボルタワー周辺会場

小雨決行

華々しく6,6
00発打ち上げ花火

※荒天の場合は、花火のみ８月19日
午後７時～７時45分に変更して打ち上げます。

月

午後８時～８時45分時間

見上げる夜空に大輪の花火…
心に残る思い出を、おうら祭りの夜で

I Love Ora

2ORA TOWN＊ Public Relations
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蒼そ
う
ろ
う狼
」を
設
立
し
ま
す
。昭
和
41
年
、「
グ

ル
ー
プ
蒼
狼
」
を
「
蒼
狼
社
」
と
し
て

改
組
、
会
長
と
な
り
、
数
々
の
書
作
展

を
開
催
し
ま
す
。

　
昭
和
59
年
、
書
・
陶
芸
・
絵
画
・
彫

刻
・
版
画
・
七
宝
な
ど
の
作
家
と
「
沙さ

鶏け
い

会
」
を
設
立
。
会
は
各
作
家
の
交
流

の
場
と
な
り
ま
す
。
同
時
に
新
人
作
家

の
育
成
も
目
指
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
精
力
的
に
書
展
や
個
展
を

開
催
し
ま
す
が
、
平
成
13
年
に
肺
炎
の

た
め
死
去
。
享
年
91
。

　
書
家
の
加
納
石
人
氏
は
、「『
書
』
岡

部
蒼
風
の
軌
跡
」
で
次
の
よ
う
な
言
葉

を
残
し
て
い
ま
す
。

　「
作
家
に
と
っ
て
、
そ
の
作
品
ほ
ど

雄
弁
に
自
己
を
語
る
術す

べ

が
他
に
あ
ろ
う

か
。
彼
の
百
の
理
論
も
、
一
つ
の
作
品

に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
る
ま
い
。
作
家
は
常
に
、
す

べ
て
を
そ
の
作
品
に
賭
け
る
。
そ
れ
以

外
の
何
も
の
も
彼
を
評
価
す
る
対
象
と

は
な
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。（
中
略
）

今
日
の
書
家
で
、
そ
の
作
品
と
す
ぐ
れ

た
理
論
に
隔
た
り
の
感
じ
ら
れ
な
い
人

は
稀ま

れ

で
あ
る
。
そ
の
数
少
な
い
一
人
と

し
て
、
第
一
に
岡
部
蒼
風
が
挙
げ
ら
れ

る
」。

　
『
書
』
岡
部
蒼
風
の
軌
跡
・
岡
部
蒼

風
作
品
集
刊
行
委
員
会（
編
）煥
乎
堂

（
２
０
０
２
）
よ
り
。

「強大な筆力をもった線であるということは、実は筆者が強大な生命力
をもっているということ、つまりいろいろな生活上の問題と真っ向から
とりくみ、あらゆる困難を克服して、人間的真実を求めてしたたかに生
き抜く生命力をバックにおいていることである。書とは、このような筆
力を基盤として、さまざまな個性・情動―筆意が実現されたものであり、
そこに芸術性を成立させるものである」（岡部蒼風「書論ノート」より）

町教育委員会では、岡部蒼風記念式典・講演会と
作品展を開催します。入場は無料ですので、この
機会に芸術としての「書」を、鑑賞してみませんか。

岡部蒼風記念式典・講演会
「岡部蒼風、その人と作品を語る」

岡部蒼風作品展

会場 町立図書館ほか

日時 ９月21日    ～ 29日 日土

※図書館の開館時間
午前９時～午後６時に限る。

「山
さんめい こ く お う

鳴谷應」（2000年作） 蒼風最晩年の作品といわれている
※「山鳴き、谷応える」

書
家
と
し
て
の
岡
部
蒼
風

日時 ９月21日      午後１時30分～
会場 町立図書館

土

講師 遠
え ん し ゅ う い っ き

刕一器氏（書家）

申込方法 電話で申し込む 火※申込締切は９月10日

申込・問合先 生涯学習課Ｇ47-5043

日時 ９月22日    日
【午前の部】午前10時30分～

●書家の遠刕一器氏によるギャラリートーク（作品解説）

会場 町立図書館ほか

【午後の部】午後２時～

集合場所 町立図書館玄関前

事前申込不要
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見
る
者
を
圧
倒
す
る
筆
力
と

　

奥
深
い
理
法
に
裏
打
ち
さ
れ
た
技
術

芸
術
と
し
て
の「
書
」を
追
及
し
続
け
た
書
家

岡
部
蒼
風
顕
彰
事
業
の
一
環
で
、
町
教
育
委
員
会
よ
り
こ
の
秋
、「
岡
部

蒼
風
作
品
集
」
が
発
刊
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
岡
部
蒼
風
作
品
委
員

会
が
蒼
風
作
品
を
町
へ
寄
贈
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
行
わ
れ
る

も
の
。
寄
贈
65
点
を
含
む
町
保
有
の
蒼
風
作
品
の
総
目
録
と

な
り
ま
す
。
日
本
を
代
表
す
る
書
家
の
一
人
で
書
道
界

の
一
時
代
を
築
い
た
偉
人
、
岡
部
蒼
風
の
作
品
を
今
、

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
―
。

　　
岡
部
蒼
風
は
明
治
43
年
高
島
村
藤
川

に
父
丈
吉
と
、
母
て
ふ
の
子
と
し
て
誕

生
。
本
名
は
幸
十
郎
と
い
い
ま
す
。
群

馬
師
範
学
校
で
半
田
神
来
に
師
事
し
た

後
、
昭
和
９
年
半
田
神
来
の
薦
め
に
よ

り
、
比ひ

だ

い

田
井
天て

ん
ら
い来
に
師
事
し
ま
し
た
。

　
蒼
風
26
歳
の
と
き
、「
書
道
芸
術
社
」

同
人
と
な
り
、
上
田
桑そ

う

鳩き
ゅ
うら

と
と
も
に

書
の
新
し
い
芸
術
運
動
を
進
め
ま
し

た
。
37
歳
の
と
き
、
中
野
村
立
中
野
中

学
校
の
初
代
校
長
に
就
任
。
そ
の
後
、

校
長
職
を
辞
し
て
昭
和
26
年
41
歳
の
と

き
、
上
野
松
坂
屋
揮き

毫ご
う

方
に
籍
を
置
き

ま
す
。

　
岡
部
蒼
風
は
昭
和
27
年
、
書
の
革
新

運
動
を
進
め
る
た
め
池
田
水す

い
じ
ょ
う城

ら
と

「
草
人
社
」
を
結
成
。
前
衛
書
運
動
の

旗
手
の
一
人
と
し
て
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
昭
和
36
年
、
蒼
風
51
歳
の
と
き
草
人

社
を
離
脱
。
既
成
書
壇
と
の
決
別
を
宣

言
し
、
新
人
の
研
修
機
関
「
グ
ル
ー
プ

書
一
筋
の
人
生
を
生
き
て

岡
部
蒼
風

【
お
か
べ  

そ
う
ふ
う
】

▼
郷
土
の
偉
人
を
再
発
見

Closeup
クローズアップ

（生没）明治43年～平成13年
邑楽町藤川生まれ。戦後、前衛
書運動の旗手の一人として活
躍。著書の「書論ノート」煥乎堂
（1991）には、書における自身
の理論が集約されています。

「翔る（かける）」 1950 年代は、蒼風が前衛書運動に身を投じていた時代。
その作風を表すひとつに、「翔る（かける）」があります（1958年作）
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当
時
、
県
内
で
は
平
和
展
に
取
り
組
む

自
治
体
職
員
労
働
組
合
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
し
た
。
主
催
す
る
人
た
ち
と
の
交
流
を

通
し
て
、
自
分
自
身
も
平
和
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
が
必
要
だ
と
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

　
そ
こ
で
邑
楽
町
で
も
反
核
平
和
を
訴
え

る
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
い
も
の
か
と
考

え
、
青
年
婦
人
部
の
み
ん
な
に
企
画
を
投

げ
か
け
た
と
こ
ろ
、
ぜ
ひ
や
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
準
備
か
ら
開
催
ま
で
、
全
て
手
作

り
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
準
備
に

時
間
が
か
か
り
、
苦
労
し
た
の
を
今
で
も

覚
え
て
い
ま
す
。
第
一
回
目
は
、
原
爆
に

つ
い
て
考
え
る
企
画
。
広
島
・
長
崎
・
東

京
大
空
襲
関
連
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
、

原
爆
瓦
も
借
り
て
き
て
展
示
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
親
の
世
代
、
つ
ま
り
戦
争
を

経
験
し
た
語
り
部
た
ち
は
、
い
つ
し
か
い

な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
戦
争
を
知
ら
な

い
子
ど
も
た
ち
に
、
戦
争
と
は
何
か
と
問

わ
れ
た
と
き
、
語
り
継
が
れ
て
い
な
け
れ

ば
、
き
っ
と
私
た
ち
は
答
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
。
戦
争
の
悲
惨
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
平
和
の
尊
さ
を
実
感
し

て
も
ら
う
た
め
に
も
、
繰
り
返
し
訴
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
若
者
た
ち
の
手
で
こ
の
平

和
展
が
30
年
も
続
い
て
い
る
こ
と
に
、
大

き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
戦
争
の

悲
劇
や
、
人
の
死
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
よ

う
に
決
し
て
リ
セ
ッ
ト
で
き
ま
せ
ん
。
起

こ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。

　
こ
の
平
和
展
が
、
次
の
後
輩
た
ち
へ
と

引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

石原照
しょうせい

盛さん
第一回平和展を企画した

今
あ
る
平
和
は
、多
く
の
人
の
犠
牲
の
も
と
に

築
か
れ
た
こ
と
を
、忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん

昨年は戦争体験者の皆さんの講演会も行われました。そのおひとりの
森戸貢さん（坪谷・22 区）には「戦地からの手紙」と題して、24 歳
の若さで東部ニューギニア戦線で戦死された叔父さんからの手紙にま
つわるお話しをしていただきました。大切な歴史の証言のひとつです

町内の読み聞かせボ
ランティアグループ
による、読み聞かせも
行われています。皆さ
んの協力は、毎年大き
な力になっています

戦時中にも食べられてい
たという「すいとん」を
再現、無料配布しました。
試食したお年寄りは、「材
料自体がよくなっている
ので、当時私が食べたも
のより、だいぶおいしい
です」と話していました

毎年、戦争にまつわるパネルなどを展示。立ち止まって見てもらえる
よう工夫しています。「親子で一緒に見てもらい、戦争のことについて
語り合うきっかけづくりにしてほしい」と実行委員の一人はいいます

第
一
回
目
の
平
和
展
を
企
画
し
た
石
原
照
盛
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
【
語
り
継
が
れ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る 

】

↑
第
三
回
平
和
展
で
は
、
実
物
大
ト
マ
ホ
ー

ク
巡
航
ミ
サ
イ
ル
の
模
型
や
、
日
本
国
憲
法

９
条
の
大
看
板
を
手
作
り
で
作
成
し
ま
し
た

毎年恒例の風船飛ばしでは、子どもたち
の多くの笑顔に出会えます

「ちいちゃんのかげおく
り」の大型絵本を手作り
して展示。戦争の悲劇を、
子どもたちに伝えていき
たいと企画しました

戦地からの手紙

すいとん
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太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て
68
年
。
平
和
な
時
間
が
流
れ
る
日
本
。

今
ど
き
「
平
和
と
は
何
か
」
問
い
か
け
る
人
は
、
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
…
。

し
か
し
、
こ
こ
邑
楽
町
で
は
毎
年
、
反
戦
や
平
和
へ
の
想お

も

い
を
発
信
し
て
い
く
、

「
邑
楽
町
平
和
展
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
30
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
若
者
た
ち
の
手
に
よ
り

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。

平
和
の
尊
さ
を
訴
え
続
け
る
意
義
と
は
。
後
輩
た
ち
へ
と
受
け
継
が
れ
た
も
の
と
は
…
。

↑黙とうをささげる若者たち。平和展実行委員会の若者たちが、企画から運
営まで行う邑楽町平和展。準備に約３か月を費やし開催に臨みます

←毎年、平和のメッセージの付いた色とり
どりの風船を、来場者と一緒に飛ばします

 

祈
り
語
り
継
ぐ

尊
い
も
の

特
集

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
で
き
る
こ
と

　
昭
和
20
年
８
月
15
日
の
夏
、
ラ
ジ

オ
か
ら
終
戦
を
告
げ
る
天
皇
陛
下
の

玉ぎ
ょ
く
お
ん音
放
送
が
響
き
わ
た
っ
た
―
。

　
終
戦
か
ら
68
年
。
今
に
生
き
る
大

多
数
の
人
は
戦
争
を
知
ら
な
い
世

代
。
日
本
が
ア
メ
リ
カ
を
始
め
と
し

た
連
合
国
と
戦
争
を
し
て
い
た
こ
と

も
、
歴
史
の
教
科
書
で
知
る
だ
け
と

い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
の

若
者
た
ち
が
、
邑
楽
町
平
和
展
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。企
画
か
ら
運
営
ま
で
行
う
の
は
、

町
職
員
労
働
組
合
の
青
年
婦
人
部

（
31
歳
以
下
）
で
つ
く
る
邑
楽
町
平

和
展
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
過
去
の

事
実
、
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
戦
争
の
悲
劇
を
次
の
世
代
へ
と

語
り
継
ぐ
た
め
に
、
毎
年
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
た
平
和
展
を
行
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
平
和
展
で
は
、
戦
争
に
つ
い
て
の

パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
、
町
内
の
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も

参
加
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
戦
争
の

悲
劇
を
伝
え
る
読
み
聞
か
せ
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
戦
時
中
の
食
事
も

再
現
さ
れ
、
当
時
の
食
生
活
の
貧
し

さ
も
来
場
者
に
訴
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
町
内
在
住
の
戦
争
体
験

者
の
皆
さ
ん
の
講
演
も
行
わ
れ
、
地

域
か
ら
平
和
へ
の
想
い
を
発
信
し
て

い
く
試
み
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
57
年
に
第
一
回
目
が
開
催
さ

れ
、
今
年
で
30
年
。
節
目
を
迎
え
る

こ
の
取
り
組
み
は
、
若
者
た
ち
が
次

の
後
輩
た
ち
へ
と
語
り
継
ぐ
、
い
わ

ば
バ
ト
ン
リ
レ
ー
と
い
え
ま
す
。

戦
争
を
知
ら
な
い

子
ど
も
た
ち
だ
か
ら
…

後
輩
た
ち
へ
と
続
く

バ
ト
ン
リ
レ
ー
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▼
期
日
　
9
月
1
日
㊐

▼
時
間
　
午
前
7
時
30
分
～
11
時

▼
会
場
　
青
少
年
広
場
（
町
民
体
育
館
南
）

▼
訓
練
内
容
　
避
難
訓
練
・
高
層
建
物
救
出

救
助
訓
練
・
水
災
防
ぎ
ょ
活
動
訓
練
・
建
物

火
災
消
火
訓
練
な
ど

▼
問
合
先
　
役
場
総
務
課
Ｇ
47

−

５
０
０
２

　
災
害
時
に
国
か
ら
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
で
送
信
さ
れ
る
緊

急
情
報
の
伝
達
試
験
の
た
め
、
町
で
は
防
災

行
政
無
線
に
よ
る
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
本
町
以
外
の
地
域
で
も
全
国
的
に
試

験
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
期
日
　
9
月
11
日
㊌

▼
時
間
　
午
前
11
時
～
、
午
前
11
時
30
分
～

▼
試
験
内
容
　
防
災
行
政
無
線
か
ら
①
「
こ

れ
は
、
試
験
放
送
で
す
」（
３
回
）、
②
「
こ

ち
ら
は
お
う
ら
ま
ち
で
す
」、
③
防
災
行
政

無
線
チ
ャ
イ
ム
を
一
斉
に
放
送

▼
問
合
先
　
役
場
総
務
課
Ｇ
47

−

５
０
０
1

　
気
象
庁
で
は
、
今
ま
で
の
「
警
報
」
レ
ベ

ル
を
は
る
か
に
超
え
る
、
よ
り
重
大
な
災
害

の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
場
合
、
新
た
に

「
特
別
警
報
」
を
発
表
し
ま
す
。

▼
運
用
開
始
　
８
月
30
日
㊎
～

※
地
震
は
、
震
度
６
弱
以
上
の
緊
急
地
震
速

報
を
特
別
警
報
に
位
置
づ
け
る
予
定
で
す
。

▼
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/jm

a/kishou/
know

/tokubetsu-keiho/index.htm
l

▼
問
合
先
　
気
象
庁
前
橋
地
方
気
象
台

Ｇ
０
２
７

−

２
３
１

−

１
４
０
４

防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送

町
の
防
災
訓
練

「
特
別
警
報
」の
運
用
を
開
始

Ｊ-ＡＬＥＲＴ（ジェイアラート）
▶国が地震や津波、武力攻撃などの
緊急情報を、人工衛星などを利用し
て市区町村へ瞬時に伝えるシステム

町の防災訓練では、県の防災ヘリコプター「はるな」
による高層建物救出救助訓練も行われます

防災行政無線

防災

防
災
訓
練
や
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送
を
行
い
ま
す

万
が
一
の
災
害
に
備
え
る
た
め
に

●

●
●
●
●
●

　
７
月
21
日
、
第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
邑
楽
町
の
投
票
率
は

56
・
39
％
で
、
前
回
（
平
成
22
年
）の
選
挙
よ

り
も
4
・
46
％
減
少
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
選
挙
区
と
比
例
代
表
の
邑
楽
町
で

の
得
票
数
は
左
表
の
通
り
で
す
。
掲
載
は
得

票
順
（
敬
称
略
）
で
す
。

▼
問
合
先
　
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
役
場
総
務
課
内
）
Ｇ
47

−

５
０
０
２

選挙

邑
楽
町
の
投
票
率
は
56
・
39
％
、前
回
よ
り
４
・
46
％
減
少

参
議
院
議
員
選
挙
の
結
果（
邑
楽
町
の
得
票
数
）

●

●
●
●
●
●

　
町
商
工
会
で
は
、「
￥
５
０
０
グ
ル
メ
グ

ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
は
お

店
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ
ニ
ュ
ー
に
な
り
、
投
票

し
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
は
、
抽
選
で
豪

華
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

▼
開
催
期
間
　

10
月
１
日
㊋
～
11
月
30
日
㊏

▼
参
加
費
　

商
工
会
員
　
２
、０
０
０
円
　

非
商
工
会
員
　
１
万
円

▼
申
込
締
切
　
８
月
20
日
㊋

▼
申
込
・
問
合
先
　

町
商
工
会
Ｇ
88

−

０
０
８
２

各店自慢の 500 円メニュー１品につき、
１枚のシールを配布、お客様にはシー
ルを 3 枚集めて「もう一度食べたいメ
ニュー」に投票していただきます

募集

お
店
の
自
慢
の
味
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
？

￥
５
０
０
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
の
参
加
店
募
集

●

●
●
●
●
●

味覚の新発見 !!
ワン・コイン・グルメ

政党等の名称 得票数
自由民主党 4,180
日本維新の会 1,021
民主党 1,015
みんなの党 1,007
公明党 796
日本共産党 653
社会民主党 181
生活の党 144
みどりの風 49.318

幸福実現党 36
緑の党グリーン
ズジャパン 32

新党大地 24

●比例代表の得票数

候補者名 得票数
山本 一太
（自由民主党） 8,773

加賀谷 富士子
（民主党） 1,973

店橋 世津子
（日本共産党） 1,083

安永 陽
（幸福実現党） 283

●選挙区の得票数

※
小
数
点
以
下
は
按
分
。

（政党のみ）

8ORA TOWN＊ Public Relations

※展示は８月 31日㈯から。
図書館の休館日は除きます。

　　
平
和
展
は
若
者
た
ち
の
視
点
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
原
爆
と
人
間
展
や

沖
縄
戦
の
悲
劇
、
群
馬
県
の
戦
争
の
記
憶

な
ど
、
太
平
洋
戦
争
に
ま
つ
わ
る
悲
劇
を

伝
え
て
き
ま
し
た
。
戦
時
下
の
子
ど
も
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
、
戦
争
の
中
の
子
ど

も
た
ち
、
イ
ラ
ク
戦
争
と
子
ど
も
た
ち
な

ど
も
過
去
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
町
内
在
住
の
戦
争
を
体
験
さ

れ
た
皆
さ
ん
の
講
演
会
も
行
い
、
大
切
な

歴
史
の
証
言
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
を
受

け
、
広
く
平
和
を
願
う
意
味
か
ら
「
復
興

支
援
と
ま
ち
の
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
平
和

展
を
開
催
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
回

も
復
興
支
援
の
一
環
で
、
福
島
県
の
特
産

品
を
販
売
す
る
予
定
で
す
。

　
年
に
一
度
の
機
会
で
す
。
特
に
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
多
数
来
場
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
解
説
な
ど
が
難
し
い
点
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
親
子
一
緒
に
来
場

し
て
い
た
だ
き
、
戦
争
に
つ
い
て
語
り
合

う
き
っ
か
け
づ
く
り
に
し
て
ほ
し
い
で

す
。
買
い
物
帰
り
で
も
よ
い
の
で
、
ぜ
ひ

親
子
で
平
和
展
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
、

語
り
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大

切
な
こ
と
は
あ
る
と
考
え
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
戦
争
を
経
験
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
年
々

少
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
当
た
り
前
に
今
暮
ら
し
て
い
る
こ
と

が
、
実
は
幸
せ
な
こ
と
な
ん
だ
と
気
づ
か

せ
て
く
れ
る
の
が
、
こ
の
平
和
展
だ
と
私

は
思
う
の
で
す
。

吉田一成さん
邑楽町平和展実行委員会

届
け
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

伝
え
た
い
想
い
が
あ
り
ま
す
。

平和への願いを込め
て、千羽鶴も折りま
す。来場した皆さん
にも千羽鶴を折っ
ていただくために、
ブースも設けられて
います

　
石
原
さ
ん
は
、「
平
和
に
つ
い
て

繰
り
返
し
訴
え
て
い
く
こ
と
に
意
味

が
あ
る
」
と
言
い
ま
す
。

　
吉
田
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
し
ま

す
。「
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の
た
め
、
仲

間
と
一
緒
に
議
論
し
、
平
和
展
を
つ

く
り
あ
げ
る
こ
と
が
未
来
に
つ
な
が

る
」
と
。

　
今
回
の
取
材
を
通
し
て
見
え
て
き

た
も
の
、
そ
れ
は
平
和
展
を
後
輩
た

ち
へ
と
バ
ト
ン
リ
レ
ー
し
て
い
く
こ

と
自
体
が
、
戦
争
の
悲
劇
を
語
り
継

い
で
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
戦
争
の
惨
禍
を
二

度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
次
の
世
代

に
語
り
継
ぐ
平
和
へ
の
尊
い
礎
の
ひ

と
つ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
の
若
者
た

ち
が
、
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
続
け
て

今
年
で
30
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎

え
る
平
和
展
。
今
回
、
第
一
回
目
の

平
和
展
を
企
画
し
た
石
原
さ
ん
、
そ

し
て
今
年
の
実
行
委
員
長
で
あ
る
吉

田
さ
ん
に
、
お
話
し
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

次
の
世
代
に
語
り
継
ぐ
平
和
へ
の

礎
の
ひ
と
つ
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

邑楽町平和展第
30
回

平和展実行委員　若旅佐矢子さん

委員長

平和の為に活動する人々～今できること～

土

会場  町立図書館
期日 ９月７日 午前10時～午後３時

※パネル展示などは、８月 31 日から。
図書館開館日の午前９時～午後６時。

問合先  邑楽町平和展実行委員会（事務局）
　　　　役場企画課（唐澤）Ｇ47-5008

※復興支援の一環で、今年も福島県の
特産品を販売する予定です。

パネル展示（平和の為に活動す
る人々）や「すいとん」など戦時食の無
料配布、アニメ上映会、朗読劇、戦争体
験者の講演会、風船飛ばし、読み聞かせ、
模擬店など

内容 

今年の平和展は、30年の節目の年。過
去の平和展を振り返る企画も予定されて
います。皆さんも、この機会に平和につ
いて考えてみませんか。

大空に願いを込めて

打ち合わせ会議を重ねる、実行委員のメ
ンバー（写真はチャリティー部門の様子）

【
取
材
を
終
え
て
】

今
年
の
平
和
展
実
行
委
員
長
を
務
め
る

吉
田
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

▼
期
日
　
9
月
11
日
㊌

▼
時
間
　
午
後
３
時
30
分
～
５
時

▼
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
医
　
精
神
科
医
師

▼
定
員
　
４
人
（
先
着
順
）

▼
費
用
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
む（
要
予
約
）

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

Ｇ
88

−

５
５
３
３

商
工
会
職
員
の
採
用
資
格
試
験

▼
募
集
職
種
・
募
集
人
数

経
営
指
導
員
研
修
生
・
若
干
名

▼
応
募
資
格
　
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
で
、
高
校
・
短
大
・
大
学
を
卒
業
し
試

験
要
領
の
条
件
に
該
当
す
る
人

※
大
学
卒
業
見
込
者
も
受
験
可
能
で
す
。

▼
第
一
次
試
験
日
・
試
験
内
容
　

10
月
20
日
㊐
・
教
養
試
験
、
専
門
試
験
、
論

文
試
験
な
ど

▼
第
二
次
試
験
日
・
試
験
内
容
　

11
月
12
日
㊋
・
面
接
試
験

※
第
一
次
試
験
合
格
者
が
対
象
で
す
。

▼
試
験
会
場
　
県
商
工
会
連
合
会

（
前
橋
市
関
根
町
）

▼
Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.gcis.or.jp

　

▼
申
込
期
間
　
９
月
５
日
㊍
～
25
日
㊌

▼
申
込
・
問
合
先
　
県
商
工
会
連
合
会

Ｇ
０
２
７

−

２
３
１

−

９
７
７
９

館
林
厚
生
病
院
の
職
員
募
集

▼
募
集
職
種
・
人
数
　
事
務
員
・
若
干
名

▼
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
持
ち
、
昭
和
58

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
４
年

制
大
学
（
大
学
院
含
む
）
の
卒
業
者
ま
た
は

卒
業
見
込
者

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
、
卒
業
（
見
込
）
証

明
書
、
成
績
証
明
書
、
返
信
用
封
筒
、
免
許
・

資
格
所
持
者
は
そ
の
写
し
な
ど

※
履
歴
書
は
、
館
林
厚
生
病
院
総
務
課
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w.tatebayashikoseibyoin.jp/

▼
試
験
日
　
９
月
22
日
㊐

▼
試
験
内
容
　
教
養
試
験
・
職
場
適
応
検
査

▼
申
込
方
法
　
館
林
厚
生
病
院
総
務
課
に
直

接
持
参
、
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
む

▼
申
込
締
切
　
８
月
23
日
㊎
（
必
着
）

▼
申
込
・
問
合
先
　
館
林
厚
生
病
院
総
務
課

（
〒
３
７
４

−

８
５
３
３
館
林
市
成
島
町

２
６
２

−

１
）
Ｇ
72

−

３
１
４
０

下
水
道
の
資
格
認
定
共
通
試
験

　
群
馬
県
下
水
道
協
会
で
は
、「
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
認
定
共
通
試

験
」を
行
い
ま
す
。

▼
期
日
　
10
月
20
日
㊐

▼
時
間
　
午
前
９
時
～
正
午
　

▼
会
場
　
高
崎
経
済
大
学

（
高
崎
市
上
並
榎
町
）

▼
受
験
料
　
８
、５
０
０
円

※
問
題
集
代
を
含
み
ま
す
。

▼
申
込
書
配
布
期
間
　

８
月
30
日
㊎
ま
で

※
申
込
書
は
役
場
水
道
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
締
切
　
８
月
30
日
㊎

▼
問
合
先
　
役
場
水
道
課
Ｇ
47

−

５
０
３
７

緑
化
講
座

▼
期
日
　
９
月
12
日
㊍

▼
時
間
　
午
前
10
時
～
正
午

▼
会
場
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ
　
家
庭
の
庭
で
楽
し
む
フ
ラ
ワ
ー

ガ
ー
デ
ン
の
魅
力

▼
講
師
　
天
田
玉
江
先
生

（
英
国
王
立
園
芸
協
会
会
員
）

▼
定
員
　
60
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
開
始
　
８
月
26
日
㊊
午
前
８
時
30
分

▼
申
込
・
問
合
先
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

Ｇ
88

−

７
１
８
８

相

　談

【火・金曜日】0歳～就学前の子どもと保護者【水曜日】２歳以上の子どもと保護者
【木曜日】0歳～１歳の子どもと保護者
▶問合先　子育て支援センター（中央保育園内）Ｇ88-0230

ふれあい保育

風の子保育園の子育て支援室に遊びに来ませんか。
楽しい遊びと仲間たちに出会えますよ。
▶活動日・対象
　月曜日	 自由開放日（年齢を問わず自由にご利用できます）
　火曜日	 １歳児（平成23年４月２日～平成24年４月１日）
　水曜日	 ０歳児（平成24年４月２日～後期）
　木曜日	 ０歳児（生後３か月～前期）、妊婦さん
　金曜日	 ２歳児（平成22年４月２日～平成23年４月１日）
▶時間・内容　午前９時30分～11時30分・親子活動など
　　　　　　	午前11時30分～午後０時30分・ランチ（自由参加）
　　　　　　	午後０時30分～２時30分・子育て相談　
▶申込・問合先
　社会福祉法人こころみの会風の子保育園子育て支援室
　Ｇ88-7655（午前９時～午後２時まで）

子育て支援室

９月の予定【午前10時～正午】 3 日㈫ 　開放日

４日㈬・ 5日㈭ ★ふれあい遊び・粘土遊び

6日㈮・10日㈫ 　開放日

11日㈬・12日㈭ ★誕生会・万国旗作り

13日㈮・17日㈫ 　開放日

18日㈬・19日㈭ ★うんどう会の練習

20日㈮・24日㈫ 　開放日

25日㈬・26日㈭ ★ミニうんどう会

27日㈮ 　開放日

※予定が変更になることがあります。

☆子育てに関する電話相談、
来園相談も受け付けています。

募

　集

趣
味
・
教
養

家庭・職場などでの
悩み、家族の引きこ
もりや不登校などの
相談を受け付けます
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館
林
厚
生
病
院
の
健
康
講
座

▼
期
日
　
８
月
28
日
㊌

▼
時
間
　
午
後
４
時
～

▼
会
場
　
館
林
厚
生
病
院
（
仮
設
外
来
棟
）

▼
講
師
　
岩
﨑
茂
先
生

（
館
林
厚
生
病
院
・
副
院
長
）

▼
テ
ー
マ
　

大
腸
が
ん
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
？

（
当
院
で
の
治
療
法
と
成
績
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
直
接
会
場
に
来
場
す
る

▼
問
合
先
　
館
林
厚
生
病
院

Ｇ
72

−

３
１
４
０

通
院
の
た
め
の
交
通
費
を
支
給

▼
内
容
　
人
工
透
析
療
法
な
ど
の
医
療
を
受

け
る
た
め
、
医
療
機
関
へ
の
通
院
に
要
し
た

交
通
費
の
一
部
を
補
助
す
る

▼
対
象
　
申
請
者
の
平
成
25
年
度
分
町
民
税

額
が
非
課
税
の
人
で
、
次
の
①
か
②
に
該
当

す
る
人

①
じ
ん
臓
機
能
障
害
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
ち
、
医
療
機
関
に
通
院
し
て
人
工
透
析
療

法
を
受
け
て
い
る

②
小
腸
機
能
障
害
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
持

ち
、
医
療
機
関
に
通
院
し
て
中
心
静
脈
栄
養

法
な
ど
を
受
け
て
い
る

▼
支
給
額（
通
院
距
離
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
）

月
額
２
、６
０
０
円
～
５
、２
０
０
円

▼
申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
書
い
て
申
請
す
る

※
申
請
用
紙
は
役
場
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
・
問
合
先
　
役
場
福
祉
課

Ｇ
47

−

５
０
２
４

特
定
の
病
気
の
人
に
見
舞
金
支
給

▼
対
象（
①
～
④
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

①
特
定
疾
患
医
療
の
給
付
を
受
け
て
い
る

②
小
児
慢
性
疾
患
医
療
の
給
付
を
受
け
て
い
る

③
慢
性
じ
ん
炎
（
じ
ん
機
能
不
全
）
で
人
工

透
析
療
法
を
受
け
て
い
る

④
進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
の
難
病

患
者
と
し
て
治
療
を
受
け
て
い
る

▼
支
給
額
（
月
額
）　
３
、０
０
０
円

▼
申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
書
い
て
申
請
す
る

※
申
請
用
紙
は
役
場
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
　

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、
障
害
者
手
帳
、

口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
、
印
鑑

▼
申
請
・
問
合
先
　
役
場
福
祉
課

Ｇ
47

−

５
０
２
４

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度

　
前
納
制
度
を
利
用
し
て
、
６
か
月
分
の

保
険
料
を
口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
１
、

０
３
０
円
。
現
金
納
付
で
前
納
す
る
と

７
３
０
円
が
、そ
れ
ぞ
れ
割
引
に
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
で
前
納
▽
８
月
30
日
㊎
ま
で
に
金

融
機
関
、
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
申
し
込
む

現
金
で
前
納
▽
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内

書
に
付
い
て
い
る
下
期
の
納
付
書
（
平
成
25

年
10
月
分
～
平
成
26
年
３
月
分
）
を
使
用
し

て
、
平
成
25
年
10
月
31
日
㊍
ま
で
に
納
め
る

▼
申
込
必
要
書
類
　

預
貯
金
通
帳
、
預
貯
金
通
帳
届
出
印
、
基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の（
年
金
手
帳
な
ど
）

▼
問
合
先
　
太
田
年
金
事
務
所

Ｇ
49

−

３
７
１
２

今
月
の
納
税

▼
納
期
限

町
県
民
税
（
２
期
）	

９
月
２
日
㊊

国
民
健
康
保
険
税
（
２
期
）	

９
月
２
日
㊊

介
護
保
険
料
（
２
期
）	

９
月
２
日
㊊

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
２
期
）	

	

９
月
２
日
㊊

法律相談（要予約・定員10人）
８月10日㈯・中村弁護士
９月21日㈯・中村弁護士
午後１時30分～４時・邑楽町役場
役場住民課Ｇ47-5017
人権・行政相談（電話予約も可）
８月８日㈭・９月12日㈭
午後１時30分～４時・邑楽町公民館
岩﨑・堀越・関根・細谷相談員
役場住民課Ｇ47-5017
心配ごと相談
８月20日㈫・９月20日㈮
午後１時～３時30分
社会福祉協議会相談室
社会福祉協議会Ｇ88-2408
心配ごと電話相談（専用電話）
月～金曜日（祝日除く）
午前９時～午後４時
社会福祉協議会Ｇ88-7620
青年相談　
８月17日㈯・９月７日㈯
午後６時～８時
ヤングプラザＧ89-1501

交通事故電話相談
月～金曜日（祝日除く）
午前9時～午後4時
県交通事故相談所Ｇ027-243-2511
年金相談　
９月19日㈭・午前９時30分～午後３時
館林市役所Ｇ72-4111
子育てこころの相談（要予約）
８月21日㈬・９月４日㈬・午前９時～正午
※臨床心理士、保健師が相談を受け付け
ます。お気軽にご相談ください。
館林保健福祉事務所Ｇ72-3230
精神保健福祉相談（要予約）
８月21日㈬・９月４日㈬・午後３時～５時
※相談には精神科医が応じます。
館林保健福祉事務所Ｇ72-3230
エイズ相談【HIV抗体検査】（要予約）
相談・検査日は毎週火曜日（祝日除く）
午前９時～10時
※対象は、感染の機会があったと思われ
る時期から3か月経過している人です。
※費用は無料です。
館林保健福祉事務所Ｇ72-3230

定 例 相 談

TOWN INFORMATION 情 広報 場ORA
健
康
・
福
祉

年
金
・
税
金

通院で公共交通機関を利用した人も忘れずに
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水
道
広
域
化
の
基
本
構
想
を
策
定

　
群
馬
県
内
の
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
る
料
金
収
入
の

減
少
や
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
な
ど
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

●
課
題
に
対
す
る
国
の
取
り
組
み

国
で
は
水
資
源
の
有
効
利
用
や
重
複
投
資
を

避
け
、
施
設
を
合
理
的
に
利
用
す
る
水
道
事

業
の
広
域
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

●
課
題
に
対
す
る
自
治
体
の
取
り
組
み

３
市
５
町
（
太
田
市
・
館
林
市
・
み
ど
り
市
・

板
倉
町
・
明
和
町
・
千
代
田
町
・
大
泉
町
・

邑
楽
町
）
は
、
昨
年
７
月
に
「
群
馬
東
部
水

道
広
域
研
究
会
」
を
設
立
し
、
経
営
規
模
が

大
き
く
な
る
利
点
を
生
か
し
た
効
率
的
・
合

理
的
な
経
営
体
制
の
確
立
、
運
営
基
盤
の
強

化
を
図
る
た
め
、
今
年
７
月
に
広
域
化
基
本

構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
４
月
の
企
業
団
設
立
を
目
指
し
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w
w
.tow
n.ora.gunm

a.jp/

▼
問
合
先
　
役
場
水
道
課
Ｇ
47

−
５
０
３
６

役
場
職
員
の
人
事
異
動

　
町
で
は
、
７
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を

行
い
ま
し
た
。
か
っ
こ
内
は
前
職
で
す
。

火災発生件数	 2件（				6）

交通事故出動	 20件（		58）

急病出動	 34件（251）

その他の出動	 19件（		91）

救急出動合計	 73件（400）

※６月分（１月からの累計）

消費生活センターからのお知らせ

■事例　未公開株を購入後、会社と
連絡が取れなくなった。あるボラン
ティア団体から電話があり、「裁判
を起して、未公開株代金の返還請求
をします」と、ニセの弁護士まで紹
介された。手数料を郵送で送った
が、その後、連絡が取れなくなった。
■アドバイス　ボランティア団体やNPO法人を名乗る団体には、本
来「返金請求」などを行う権限はありません。「被害を回復する」など
と手紙や電話で勧誘されても、手数料などを送らないようにしまし
ょう。最近では、インターネットの「被害回復の無料相談」などから、
トラブルに遭うケースもあるので、注意が必要です。
▶問合先　消費生活センター（役場産業振興課内）Ｇ47-5047

甘い言葉にご注意を！

月日 種　目 受付時間 場　所 対　象

8/20㈫ ＢＣＧ 午後 0：45～ 1：00 保健センター H25年２月生まれの乳児

22㈭ ことばの相談 予約制 保健センター 幼児（希望者）

23㈮ 離乳食相談（後期） 午前９：30～ 10：00 保健センター 生後８か月～１歳までの乳幼児

23㈮ ３歳児健診 午後 1：00～ 1：15 保健センター H22年７月生まれの幼児

26㈪ 健康相談 午前 10：00～ 11：30 保健センター

９/２㈪ 健康相談 午前 10：00～ 11：30 保健センター

３㈫ ４か月児健診 午後 1：00～ 1：15 保健センター H25年５月生まれの乳児

４㈬ ２歳児歯科健診 午後 1：00～ 1：15 保健センター H23年８月生まれの幼児

５㈭ ＢＣＧ 午後 0：45～ 1：00 保健センター H25年３月生まれの乳児

９㈪ 健康相談 午前 10：00～ 11：30 保健センター

12㈭ ８か月児健診 午後 1：00～ 1：15 保健センター H24年12月生まれの乳児

13㈮ 離乳食相談（前期） 午前９：30～ 10：00 保健センター 生後４か月～７か月までの乳児

13㈮ １歳６か月児健診 午後 1：00～ 1：15 保健センター H24年２月生まれの幼児

８月・９月の健康カレンダー 保健センター Ｇ 88-5533

世帯数	 		9,693世帯	（＋20）

　男	 13,883人	 （＋		9）

　女	 13,574人	 （＋15）

　計	 27,457人	 （＋24）

内外国人	 387人	 （＋		7）

※７月１日現在（前月比）

今なら被害金を
取り戻せますよ

●
町
長
部
局
【
一
般
職
】
　

▼
総
務
課（
税
務
課
）片
山
三
恵
子
▼
企
画
課（
税
務

課
）永
倉
裕
子
▼
税
務
課（
水
道
課
）小
沼
勇
人
▼
税

務
課（
福
祉
課
）小
澤
舞
子
▼
税
務
課（
企
画
課
）野
木

村
拓
▼
福
祉
課（
総
務
課
）金
澤
要
▼
水
道
課（
税
務

課
）大
澤
勇
太

●
教
育
委
員
会
【
係
長
職
】

▼
生
涯
学
習
課
係
長（
生
涯
学
習
課
）山
口
哲
也

みどり市

太田市 邑楽町 館林市 板倉町

大泉町
千代田町 明和町

水資源の有効利用
※基本構想は、町ホームページ
　からもご覧になれます。

※矢印は、
水の供給の
流れを表します。
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出
張
緑
化
講
座

▼
期
日
　
９
月
26
日
㊍

▼
時
間
　
午
前
10
時
～
正
午

▼
会
場
　
県
高
崎
合
同
庁
舎（
高
崎
市
台
町
）

▼
テ
ー
マ
　

自
分
で
で
き
る
庭
木
の
整
枝
剪せ

ん
て
い定

▼
講
師
　
櫻
井
幹
男
先
生

（
一
級
造
園
施
工
管
理
技
士
）

▼
定
員
　
60
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
開
始
　
９
月
９
日
㊊
午
前
８
時
30
分

▼
申
込
・
問
合
先
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

Ｇ
88

−

７
１
８
８

水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
見
学
会

　
県
で
は
９
月
10
日
下
水
道
の
日
に
ち
な
み

水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日
　
８
月
17
日
㊏

▼
時
間
　
①
午
前
９
時
30
分
、
②
午
後
３
時

※
見
学
時
間
は
１
時
間
30
分
程
度
で
す
。

▼
会
場
　
西
邑
楽
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
千
代
田
町
舞
木
）

▼
内
容
　
水
が
き
れ
い
に
な
る
仕
組
み
を
職

員
が
解
説
・
案
内

▼
対
象
　
ど
な
た
で
も

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
が
必
要
。

▼
参
加
方
法
　
直
接
会
場
に
来
場
す
る

▼
問
合
先
　
県
下
水
道
総
合
事
務
所

Ｇ
０
２
７
０

−

65

−

７
５
５
７

戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す

▼
期
日
　
９
月
６
日
㊎

▼
時
間
　
午
前
10
時
～

▼
会
場
　
邑
楽
町
公
民
館

▼
問
合
先
　
役
場
福
祉
課
Ｇ
47

−

５
０
２
４

外
国
人
住
民
の
人
も
取
得
で
き
ま
す

　
外
国
人
住
民
の
人
も
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
発
行
手
数
料
　
５
０
０
円

発
行
す
る
住
基
カ
ー
ド
の
種
類（
記
載
内
容
）

①
顔
写
真
な
し
（
名
前
・
有
効
期
限
）

②
顔
写
真
つ
き
（
名
前
・
有
効
期
限
・
住
所
・

生
年
月
日
・
性
別
）

▼
必
要
書
類
　
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー
ド
な
ど
）

▼
申
請
・
問
合
先
　
役
場
住
民
課

Ｇ
47

−

５
０
１
５

TOWN INFORMATION 情 広報 場ORA

９月の休日当番医

邑楽郡（内科系） 館林市（内科系） 外科系 耳鼻科

１日
（日）

みづほクリニック
大泉町西小泉Ｇ20-1122

土井レディスクリニック
苗木町Ｇ72-8841

こやなぎ
（小児科のみ）

富士原町Ｇ80-2220

最上胃腸科
館林市朝日町Ｇ74-3763

川村耳鼻
館林市新宿Ｇ72-1337

８日
（日）

益田小児科
（小児科のみ）

大泉町朝日Ｇ62-5535

湯沢医院
大泉町西小泉Ｇ62-2209

森下内科医院
花山町Ｇ73-7776

慶友整形外科
館林市羽附町Ｇ72-6000

15日
（日）

新井内科
大泉町仙石Ｇ20-1220

さくま内科
花山町Ｇ55-2500

うえの医院
赤生田町Ｇ72-3330

館林医院
館林市西本町Ｇ74-2112

今村クリニック
篠塚Ｇ70-2221

16日
（月）

ミツワ診療所
明和町梅原Ｇ70-3030

いたくら内科
板倉町朝日野Ｇ70-4080

後藤内科医院
西本町Ｇ72-0134

堀井乳腺外科
館林市北成島町Ｇ55-2100

22日
（日）

かさはら内科医院
中野Ｇ55-2537

横田胃腸科
細内町Ｇ72-4970

堀越医院
北成島町Ｇ73-4151

田沼整形外科
中野Ｇ88-9223

23日
（月）

加藤医院
光善寺Ｇ89-1031

阿部医院
大泉町吉田Ｇ62-5428

安楽岡医院
堀工町Ｇ72-0572

高木整形外科
（午前中のみ）

大泉町いずみＧ62-6611

29日
（日）

群馬アレルギー疾患・
呼吸器内科病院
篠塚Ｇ88-5678

橋田内科
本町Ｇ72-0001

横田医院
大手町Ｇ72-0255

井上整形外科
板倉町板倉Ｇ82-1131

板倉耳鼻
板倉町海老瀬Ｇ80-4333

※必ず電話してから受診してください。

◇診療時間　内科・外科／午前 9時～午後 5時　耳鼻科／午前 9時～午後 1時　歯科／午前 9時～正午、午後 1時～ 3時
◇救急病院の問合先　救急テレホン	Ｇ73-5699

歯科

歯科保健医療センター
館林市苗木町Ｇ73-8818

群馬県保険医協会　　　８月の健康テレホンサービス（Ｇ027-234-4970）▶電話をすると３分間の健康講話が聞けます
直接相談タイム（医師が相談や質問にお答えします）
▶期日　８月22日㈭（歯科）、９月12日㈭（小児科・内科）
▶時間　午後７時30分～９時

月曜 のりもの酔い 木曜 差し歯の知識
火曜 味覚障害 金曜 かむと歯の根元が痛む
水曜 漢方薬の出番 土曜 医者にかかるときの注意

お
知
ら
せ

催
し
も
の

遺族や関係者の
人はご参列くだ
さい

群馬県
邑楽町
20△△年○月□日まで有効

19△△年○月□日　性別○
○○○○○ ○○○／□□ □□
邑楽郡邑楽町大字○○□□番地△

邑楽町役場  0276（88）5511

▶顔写真つきカードは、公的な
身分証明書としても利用可能▶
転入転出届がスムーズ▶町外で
の住民票取得にも便利▶住民票
に通称が登録されている外国人
の人は、通称も記載されます
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◆期日　９月 12日㈭、26 日㈭
◆時間・コース

９月のはくちょう号

到着時間 場　所

10：30 特別養護老人ホーム
やまつつじ

11：05 ラポール・レイゾン
（寺内医院）

11：40 グループホーム
ヴィラ

13：40 町福祉センター

14：20 グループホーム
つむぎの里

15：00 長柄公民館

オリーブ「読み聞かせ」
▶期日　９月５日㈭、12日㈭、19日㈭、
　　　　26日㈭
▶時間　午前 11時～

SEP

９月の休館日
２日㈪、９日㈪、16日㈪、23日㈪、
27日㈮、30日㈪
※ 27日㈮は月末整理日

キッズクラブ「読み聞かせ」
▶期日　９月 28日㈯
▶時間　午後２時～

▶会場・問合先　町立図書館

●図書館名画座
期　日 開始時間 上映作品名

	15日㈰ 14：00 青いパパイヤの香り（104分）
●金曜映画会
期　日 開始時間 上映作品名

	06日㈮ 14：00 雨に唄えば（103分）

	20日㈮ 14：00 チャイナ・シンドローム（122分）
●子ども映画会
期　日 開始時間 上映作品名

	14日㈯ 14：00 ウルトラマンゼアス（50分）

９月の図書館映画会

スポーツ大会結果

第31回邑楽町剣道大会
小学生女子②黒田さつき小学生男子②舟木皓基③久保田輪中学生女子③黒田幸
奈高校・一般女子①峯﨑彩香一般男子（３段以上）③畠中孝雄

第 50回記念町内対抗卓球大会
総合①前原②新中野③明野行政区団体戦①明野②新中野A③石打③前原A新卓
球団体戦①水立大黒②前原③店高原③新中野一般男子の部①小沼勇人②青木俊
暁③齊藤慎③飯塚慧太一般女子の部①青木明日香②齊藤美智子③松島節子③茂
木佳余子シニア男子の部①木部賢司②吉田順一③小林徹③阿部浩明シニア女子
の部①吉井美春②白石津弥子③大川あや子③遠藤とし子初心者男子の部①齋藤
光亮②小貫陽史③米山和紘③阿部航平初心者女子の部①阿部桃子②小貫史織③
長島彩夏③和田明音新卓球男子の部①戸井田房晴②桜井正夫③星野晋一③瀬尾
弘新卓球女子の部①今君枝②金子芳子③加藤みや子③齊藤春江

　中野小学校は、児童会活動がとても盛んな学校で、毎月いろい
ろな児童集会を開いています。６月 13日に行った「友達の輪を

つくろう集会」は、中野小学校から「いじめ」をなくそうと児童会本部が考えた集
会です。全校児童一人ひとりが、中野小学校のシンボルの木となっている「いちょ
うの木」の葉っぱの形をした色紙に
「いじめ０宣言」を書いて、学級ご
とにはりつけ、「友情の木」を作り
ました。宣言を書いてくれた人には、
児童会から「絆

きずな

認定書」を渡します。
そして、児童会が考えた「仲間を信
じて　輝け中野小」というスローガ
ンを発表して、いじめのない学校に
していくことを約束しました。
（児童会本部　一条芽生）

友達の輪をつくろう集会

　「教育の原点」を探りに、「二十四の瞳」の舞台となった小
しょうど

豆島
にある苗

の う ま

羽小学校を視察してきました。この学校は、「二十四の
瞳」の著者、壺井栄の母校でもあります。校内研修主題に「確かな学力を活用して
よりよく生きようとする子の育成」を掲げ、音楽部の活動が活発で子どもオーケス
トラが活躍している特色ある学校です。今年度も、西日本大会で優勝し、全国大会
を目指して一生懸命練習していました。素晴らしい演奏で感動的でした。オーケス
トラ部は、専門家が育てる訳ではなく、学校の先生と地域の先輩が教え、まさに地
域と共に子どもを育てている学校でした。全校児童110人という小さな学校ですが、
一人ひとりが自分の目標に向かって生き生きと頑張っていて、「二十四の瞳」の温
かな人間関係が今なお引き継がれていました。学習にも頑張り、心豊かなよい子を
育成するためには、やはり、学校・家庭・地域がそれぞれの役割をしっかり果たし、
人と人とがよりよくつながっていることだと実感しました。（教育長 　大竹喜代子）

「教育の原点」を探る

「いじめ０宣言」を発表する児童。後ろは「友情の木」

9 月

中野小
学校

14ORA TOWN＊ Public Relations

「出会い　ふれあい　笑顔で参加」
　　みんなで楽しむ長柄公民館まつり

差
別

　
私
は
、
五
年
生
の
と
き
の
人

権
作
文
に
、「
黒
い
肌
の
人
が
怖

い
と
思
っ
て
し
ま
う
」
と
書
き

ま
し
た
。「
そ
れ
を
直
し
て
い
き

た
い
」
と
書
き
ま
し
た
。
で
も

今
も
ま
だ
そ
れ
を
克
服
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
外
国
の
人
を
見
る

と
少
し
怖
い
な
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
差
別
」
に

入
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
思
う

の
に
は
、
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
そ
の
人
の
こ
と

を
他
の
人
と
平
等
に
見
れ
て
い

な
い
か
ら
で
す
。
平
等
に
見
る

と
い
う
こ
と
は
、
ど
ん
な
こ
と

だ
ろ
う
。
私
は
、
自
分
な
り
に

考
え
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

見
た
目
だ
け
で
判
断
し
た
り
、

人
は
み
ん
な
平
等
だ
と
い
う
考

え
を
持
て
な
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
そ
の
人
の
気
持

ち
を
考
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

で
す
。「
怖
い
」
と
思
わ
れ
る
か

た
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る

の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
し
っ
か
り

と
考
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が

原
因
だ
と
思
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の

こ
と
に
気
付
け
ず
直
せ
な
い
こ

と
で
す
。
こ
れ
ら
に
気
付
い
て

も
直
せ
な
い
の
も
意
味
が
な
い

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
気
付
い
て
い
な
け
れ
ば
直
す

こ
と
は
、
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

で
す
が
、
気
付
い
て
い
て
も
直

せ
な
い
の
は
、
直
せ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
自
分
に
は
、
こ
こ

が
足
り
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
作
文
を
書
く
こ
と
で
、

私
は
、
も
う
一
度
自
分
の
行
動

を
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
五
年

生
の
と
き
に
気
付
い
た
け
れ
ど
、

直
せ
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
こ
れ
を
機
に
絶
対

直
し
た
い
で
す
。
自
分
だ
け
で

な
く
、「
差
別
」
を
し
て
し
ま
っ

て
い
る
人
に
は
気
付
い
て
、
直

し
て
も
ら
え
れ
ば
、「
平
和
」
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

邑
楽
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
奈
々

楽しい長柄公民館まつりにお越しください

▼
期
日
・
時
間
　
９
月
14
日
㊏
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、

15
日
㊐
・
午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
会
場
　
長
柄
公
民
館
・
南
児
童
館
（
作
品
展
示
会
場
）

舞
台
発
表
　
オ
カ
リ
ナ
、
和
太
鼓
、
大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、

太
極
拳
、
楽
器
演
奏
、
伝
統
芸
能
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
浴
衣
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
社
交
ダ
ン
ス

作
品
展
示
　
絵
手
紙
、
書
道
、
墨
絵
、
コ
サ
ー
ジ
ュ
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
俳
句
、
キ
ル
ト
、
活
動
内
容
写
真

展
示
、
子
ど
も
の
手
型
、
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス

模
擬
店
　
フ
ル
ー
ツ
ケ
ー
キ
、
焼
き
と
う
も
ろ
こ
し
、
焼
き

そ
ば
、
み
そ
お
で
ん
、
駄
菓
子
、
赤
飯
、
お
寿
司
、
ア
イ
ス
、

く
じ
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

体
験
　
お
茶
席
、
浴
衣
着
付
け
、
写
経
な
ど

特
別
記
念
講
演
「
明
日
を
拓
く
公
民
館
」

▼
期
日
・
時
間
　
９
月
14
日
㊏
・
午
後
２
時
～
３
時
30
分

▼
講
師
　
石
原
照
盛
さ
ん
（
町
立
図
書
館
長
）

▼
定
員
　
１
５
０
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
問
合
先
　
長
柄
公
民
館

　長柄公民館まつり実行委員会では、「出会い　ふれあい　笑顔で参加」をテーマに、長柄公民館
まつりを開催します。舞台発表や作品展示、模擬店、各種体験など、サークルの皆さんによる日
頃の活動の成果を発表します。また、特別記念講演として「明日を拓

ひら

く公民館」をテーマに、町
立図書館長の石原照

しょうせい

盛さんによる講演もありますので、ぜひご来場ください。

長
柄
公
民
館
ま
つ
り
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■教室・講座などの申し込み方法　▶申込開始当日　申し込み開始時間に申込先の窓口に、本人または家族の人が直接申し込んでください。

邑楽町文化財保護調査委員
川島　健二

田中正造

栃木県指定史跡の田中正造旧宅（佐野市）

No. 40

▼ 参加費　1,000 円（教材費）

▼ 申込開始　８月 27日㈫午前９時

▼ 申込・問合先　邑楽町公民館

▼期日　10月２日㈬、16日㈬、30日㈬、
11月13日㈬、27日㈬、12月11日㈬、
平成26年１月15日㈬、29日㈬（全８回）

▼ 時間　午後２時～４時

▼ 会場　邑楽町公民館

▼ 内容　初心者のための簡単なシャン
ソンの歌い方について学ぶ

▼ 対象　どなたでも

▼ 定員　10 人（先着順）

▼ 参加費　無料

▼ 申込開始　８月 28日㈬午後２時

▼ 問合先　邑楽町公民館

▼ 期日　①９月 21 日㈯、② 10 月 12
日㈯、③ 11月２日㈯（全３回）

▼ 時間　①②午前 10時～午後３時、③
午前８時 30分～午後５時

▼ 期日　９月 11日㈬、25日㈬

▼ 時間　午後１時 30分～３時 30分

▼ 会場　町共同福祉施設２階パソコン
ルーム

▼ 内容　パソコン操作の分からないこ
とについての個人相談

▼ 対象　どなたでも

▼ 参加費　無料
※ノートパソコンなど、持参できる人
は持ってきてください。

▼ 問合先　生涯学習課

▼ 期日　８月 23 日㈮、30 日㈮、９月
６日㈮、13日㈮（全４回）

▼ 時間　午後７時～８時

▼ 会場　邑楽町公民館

▼内容　サマーセミナーみんなでルンバ

▼ 対象　どなたでも

▼ 定員　30 人（先着順）

▼ 参加費　１回 300 円（義援金として）

▼申込開始　８月16日㈮午後７時

▼ 申込・問合先　邑楽町公民館

▼ 期日　９月３日㈫、４日㈬（全２回）

▼ 時間　午前９時～正午

▼ 会場　町共同福祉施設２階パソコン
ルーム

▼ 内容　優れた検索機能を持つグーグ
ルサービスの利用法を学ぶ（キーワー
ド・画像検索、ユーチューブ・グー
グルアースの見方など）

▼ 対象　18 歳以上の人（文字入力ので
きる人）

▼ 定員　20 人（先着順）

▼ 参加費　500 円（教材費）

▼ 申込開始　８月 20日㈫午前９時

▼ 申込・問合先　邑楽町公民館

▼ 期日　９月 24日㈫、25日㈬、26日
㈭（全３回）

▼ 時間　午前９時～正午

▼ 会場　町共同福祉施設２階パソコン
ルーム

▼ 内容　ワードのよく使う機能と応用
的な使い方を学ぶ（イラストや図形
を使った表現力の高い文書作成）

▼ 対象　18 歳以上の人（ワードの基本
操作のできる人）

▼ 定員　20 人（先着順）

を天皇に訴えようとしたのは、国会
議員を辞職して間もなくの明治 34
年、谷中村の廃村は明治 40年のこと
でした。
　正造の闘いは敗北に終わったので
すが、その闘いはまだ過去のものに
はなっていません。「真の文明は、山
を荒さず、川を荒さず、村を破らず、
人を殺さざるべし」明治 45 年 6 月
の日記に記された正造の言葉です。
100 年前の言葉が、少しも古びず、
今日より痛切な響きとなって聞こえ
てきます。田中正造という一見古風
な人物は、人と人、人と自然の新た
な関わりを指し示した 21世紀に生き
る民衆思想家といえるでしょう。

　この人には長い間、古風なイメー
ジが付着していました。いわく義人。
天皇に直訴状を渡そうとした行為や
ひっつめ頭に蓑

みのか さ

笠姿の印象が、うま
く重なったためともいえるでしょう。
佐野小

こ な か

中生まれの田中正造（1841 －
1913）は、しかし古くて新しい人物
で、その新しさは物事を深く考えた
ことに由来するのです。
　足尾銅山の鉱毒により、渡良瀬川
下流域の魚や農作物に被害が続出。
果ては政府の遊水池計画のため一つ
の村が消失するという悲惨な出来事
が明治20～30年代に起こりました。
正造はそれらの事件に全身で立ち向
かい、闘い続けたのです。鉱毒被害

▶申込開始日翌日以降　定員に満たない場合、電話での申し込みを受け付けています。

トレッキング入門講座

パソコン何でも相談会

震災チャリティー社交ダンス講座

ＩＴ講習会⑤初心者のためのグーグル活用術

ＩＴ講習会⑥ワード中級編

山の歩き方を学びませんか

日本語で歌うシャンソン教室

初心者のかた大歓迎です
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▼申込・問合先　ヤングプラザ

▼期日　９月 18日㈬

▼時間　午後７時～９時 30分

▼会場　ヤングプラザ

▼内容　炭酸まんじゅうの作り方を学ぶ

▼対象　18 歳以上の人

▼定員　16 人（先着順）

▼参加費　600 円（材料代）

▼申込開始　８月 14日㈬午後７時

▼申込・問合先　ヤングプラザ

▼期日　９月 20日㈮

▼時間　午後７時～９時 30分

▼会場　ヤングプラザ

▼内容　かわいい猫のぬいぐるみを作る

▼対象　16～ 35歳の人

▼定員　10 人（先着順）

▼参加費　500 円（材料代）

▼申込開始　８月 16日㈮午後７時

▼申込・問合先　ヤングプラザ

▼期日　９月 20日㈮、27日㈮、10月
４日㈮、18日㈮、25日㈮（全５回）

▼時間　午前 10時～正午

▼会場　ヤングプラザ

▼ 内容　日本三大随筆「徒然草」につ
いて学ぶ

▼対象　18 歳以上の人

▼定員　16 人（先着順）

▼参加費　無料

▼申込開始　８月 16日㈮午前 10時

▼申込・問合先　ヤングプラザ

邑楽町平和展

▼期日　８月 31日㈯～９月７日㈯

▼会場　町立図書館１階展示室

▼内容　平和に関する資料の展示
おうら写真クラブ

▼期日　９月 10日㈫～ 15日㈰

▼会場　町立図書館１階展示室

▼内容　風景写真などの展示

▼会場　①大
だいぼう

坊山（足利市）、②大
だいしょう

小山
（足利市）、③前日光周辺（日光市）
※①②は、現地集合・解散、③はバス
を利用します。

▼ 内容　身近な里山や遠望できる野山
で山歩きの基本を学ぶ

▼対象　18 歳以上の人

▼定員　25 人（先着順）

▼ 参加費　1,500 円（資料代、保険代、
交通費）

▼申込開始　８月31日㈯午前９時

▼申込・問合先　長柄公民館

▼期日　９月 17日㈫、24日㈫、10月
１日㈫、８日㈫（全４回）

▼時間　午後７時 30分～９時

▼会場　ヤングプラザ

▼内容　リンパマッサージを学ぶ

▼対象　16～ 35歳の人

▼定員　20 人（先着順）

▼参加費　300 円（教材費）

▼申込開始　８月20日㈫午後７時

邑楽町青少年育成推進員連絡協議会

邑楽町公民館Ｇ 88-1290　長柄公民館Ｇ 89-0123　町民体育館Ｇ 88-5355　町立図書館Ｇ 88-5900　ヤングプラザＧ 89-1501　生涯学習課Ｇ 47-5043

青年手作り猫ちゃん講座

日本三大随筆「徒
つれづれぐさ

然草」を読む講座

炭酸まんじゅう作り講座

展示会

かわいい猫ちゃんを作りませんか

青年リンパマッサージ講座

炭酸まんじゅうの作り方を学びませんか

リンパマッサージを学びませんか

地域ぐるみで子どもたちを育てよう！

夏の青少年健全育成運動実施中
　邑楽町青少年育成推進員連絡協議会（邑楽町青少推）では、
８月 31 日まで夏の青少年健全育成運動を行っています。地
域ぐるみで青少年を犯罪から守りましょう。また、青少年が
非行や犯罪に走らないよう、地域の大人たちが連携・協力し
てよりよい環境を作りましょう。
　なお、邑楽町青少推では、運動期間中にあわせて以下の活
動に取り組んでいます。皆さんのご協力をお願いします。
「青少年健全育成パトロール」
町内のコンビニエンスストア、書店、ゲームセンター、駅、
公園、学校などでのパトロール

▼問合先　生涯学習課 推進員が町内をパトロールします
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7月6日、長柄公民館主催の「わくわく農業体験」が行われ、立澤正孝さん
（開拓・32区）の畑で、子どもたちがトウモロコシの収穫を体験しまし
た。4月20日に種まき、5月25日に間引きなどを体験。立澤さんは、「何
ごとも体験することが大切です。子どもたちには、農作物を育てること
の苦労を実感し、収穫の喜びも知ってほしいですね」と話していました。

農作物を育てる苦労と、収穫の喜びを味わう
長柄公民館の「わくわく農業体験」

7月3日、邑楽町公民館でつむぎの里「よってぃがっせ」主催によ
る、みんなで歌うコーラスの集いが行われました。中野幼稚園・
中央保育園・風の子保育園の子どもたちは、町内のお年寄りたち
と一緒に歌を歌ったり、ビュンビュンごまで遊んだりしました。

おばあちゃん、これどうやって回すの？
子どもとお年寄りが楽しく交流

７月19日、南保育園で夏祭りが行われ、子どもたちは楽しいひ
とときを過ごしました。おそろいの法

は っ ぴ

被を着た年長の子どもた
ちは、太鼓の演奏を披露。威勢のよい掛け声とともに、夢中で太
鼓をたたいていました。またひとつ夏の思い出ができました。

緊張したけど、上手にたたけたよ
中央保育園の夏祭り

7月14日、第11区公民館で百万遍が行われ、大きな数珠を回し
ながら、みんなで願いごとをしました。大野ハルさんは、「私が幼
い頃も、百万遍は行われていました。昔は若い衆が数珠の取り合
いで、けんかになるぐらいだったんですよ」と話していました。

地域のみんなで、大きな数珠を回して願いごと
谷中蛭沼地区の百万遍（ひゃくまんべん）

６月30日、役場庁舎南側駐車場で邑楽消防団ポンプ操法競技大
会が開催されました。大会は、火災に見立てた標的を放水で、い
かに早く正確に倒すかタイムを競うものです。今年は、第２分団
第２班（一本木・渋沼地区）が見事優勝。二連覇を達成しました。

男達の熱き消防団魂、ここに見参！
第 40回邑楽消防団ポンプ操法競技大会

18ORA TOWN＊ Public Relations

皆さんの身近で起きた出来事や楽しい話題、イベントなどの情報を
「広報おうら」編集部まで、お気軽にお寄せください。Ｇ47-5007

こんなに危険な場所が
地域内にはあるんだね

みんなで防犯パトロール、そして防犯安全マップづくり　

パトロール中、子ども安全協力の家や通学路で危ない場
所などを細かくチェック。子どもたちが実際に見て、感じ
たことを、自分たちの手でマップに反映させていました

6月23日、第五区防犯活動
グループ「なかま」が、子どもたちに

よる手作り防犯安全マップづくりを行い
ました。子ども安全協力の家の確認や、交通量
が多くて危ない場所などを確認し、実際に見て
感じたことを反映させたマップを、子どもたちの
手で作成しました。参加した邑楽中学校２年生の
間中友菜さんは、「マップにしてみると思って
いたより、危険な場所があるんだなと実感。
地区の大人たちの顔も知ることがで
きたので、よかったです」と話

してくれました。PH TO PALETTE

第五区防犯活動グループ「なかま」を中心に、
子どもと大人が一緒になって班に分かれて、
町内（天王元宿周辺）をパトロールしました
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①イラスト・絵手紙 ② 4 コマ漫画 ③詩・ポエム ④短歌・俳句⑤
告知コーナー（イベント案内やメンバー募集など）
ご質問・ご意見は、はがき・電話・FAX・E メールなど、どんな
方法でも結構です。掲載者には粗品を進呈します。

●あて先 〒370-0692（住所は不要）邑楽町役場企画課広報広聴係
Ｇ 47-5007　Ｃ 89-0136　E-mail　koho@town.ora.gunma.jp
※誌上匿名はＯＫですが、記念品発送などに必要ですので、必ず
実際の名前・住所・年齢・電話番号をお書き添えください。

投稿
大募集

　大泉町にあるヘアサロンに
勤務しています。美容師歴は、
今年で６年目。美容師だった叔
父さんの影響もあり、自分もこ
の道を選びました。職場は、専
門学校時代の同級生が多く、楽
しい雰囲気でコミュニケーシ
ョンもとりやすく、仕事のしや
すい環境です。お店は６月にオ
ープンしたばかり。今は、お客
様によいサービスを提供でき
るように日々頑張っています。

夢・若・者・紹・介・

関口 達也さん　25歳

　お客様がリピーターになって、また気軽に来店くださるよう、
接客や雰囲気づくりを大切にしています。一人ひとりにお礼の手
紙を書くことも欠かせません。何より、お客様のニーズに合った、
イメージ通りのヘアスタイルに仕上がって喜んでいただいたと
きが、仕事にやりがいを感じる瞬間なんです。これからも仲間と
一緒に、地域でナンバーワンのヘアサロンを目指したいですね。

■ 将来の夢はなんですか？

■ 現在何をしていますか？

　日代香は、元気で食いしん坊な子です。駄菓子のポン菓子が大
好物で、いつの間にか食べ終わっています。プールのシャワーを
浴びると、「顔がぬれると力がでない～」とアンパンマンの物まね
を披露してくれます。最近、パパのスマートフォンを解除して、職
場の上司に電話をかけてしまったというハプニングも…。将来
は、元気で友達思いの優しい子に育ってほしいと願っています。

橋爪由香里さん ・日
ひ よ か

代香ちゃん

（鶉下・13区）
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an.tow

n.
ora.gunm

a.jp

▼
申
込
・
問
合
先
　
町
農
業
委
員
会

Ｇ
47
ー
５
０
２
８

○
イ
ベ
ン
ト

婚
活
夏
野
菜
収
穫
＆
そ
ば
打
ち
体
験

　
邑
楽
町
農
業
青
年
会
議
で
は
、町
内
の
農
業

青
年
と
独
身
女
性
を
対
象
に
、夏
野
菜
収
穫
＆

そ
ば
打
ち
体
験
を
行
い
ま
す
。

▼
期
日
　
９
月
８
日
㊐

▼
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
会
場
　
ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ
な
ど

▼
対
象
　

男
性
▽
町
内
の
農
業
青
年
で
20
歳
以
上

お
お
む
ね
40
歳
以
下
の
独
身
の
人

女
性
▽
20
歳
以
上
お
お
む
ね
40
歳
以
下
の

独
身
の
人

▼
内
容
　
夏
野
菜
の
収
穫
体
験
、邑
楽
町
産
の

そ
ば
粉
を
使
っ
た
そ
ば
打
ち
体
験
、食
事
会
と

　
　
　
　大
塚
香
さ
ん
（
店
高
原
）

　
毎
月
の
広
報
お
う
ら
で
、
私
が
最
初

に
目
を
通
す
の
は
特
集
で
す
。
そ
の
次

に
み
ん
な
の
広
場
、
あ
す
へ
ひ
と
こ
と

な
ど
と
続
き
ま
す
。

　
広
報
誌
を
通
し
て
邑
楽
町
に
も
立
派

な
歴
史
が
残
っ
て
い
た
ん
だ
と
、
う
れ

し
く
な
り
、
毎
月
ど
ん
な
歴
史
に
触
れ

ら
れ
る
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
毎

日
、
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
頑
張
っ

て
広
報
お
う
ら
を
作
っ
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　誌
上
匿
名
希
望

　
私
は
障
害
者
な
の
で
、
図
書
館
の
思

い
や
り
駐
車
場
を
利
用
し
ま
す
。
で
も

最
近
、
障
害
者
で
は
な
い
人
が
利
用
し

て
い
て
、
駐
車
で
き
ず
困
っ
て
い
ま
す
。

【
町
立
図
書
館
よ
り
】　

　
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

早
速
、
思
い
や
り
駐
車
場
前
と
西
側
入

口
に
「
こ
こ
は
思
い
や
り
駐
車
場
」、「
一

般
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
」
の
看
板
を

設
置
。
周
知
を
図
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
不
適
切
な
駐
車
が
な
い
か
、
今
後
は

巡
回
も
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。
お
気
づ

き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
職
員
に
お

声
掛
け
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
町
立
図
書
館

Ｇ
88

－

５
９
０
０

思
い
や
り
の
気
持
ち
で

駐
車
場
を
利
用
し
て
！

“(*` έ *)ノ

毎
月
の
広
報
お
う
ら
を

楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す

★o(́ ▽` *)/♪

み ん な の 広 場
ＰＡＴＩＯとは「中庭」という意味。

町民の皆さんが集い、
自由に意見を語り合う広場です。

ひ

と

こ

と

Ｑ広 報 ク イ ズＫＯＨＯ
問題の答えをはがきで送ってください。全問正解者の中
から、抽選で 10 人に 500 円の図書カードをプレゼント。
【今月の問題】

第 1 問　８月 18 日、邑楽町で行われるイベントは？
　　　　A. おうら祭り B. おとこ祭り
　　　　C. 何かの生誕祭 （ヒント２～３ページ）
第 2 問　今年で、邑楽町平和展は何回目？
　　　　A. 68 回目 B. ３回目
　　　　C. 30 回目 （ヒント 6 ～ 8 ページ）
応募方法　はがきに、答え（例：第 1 問―Ａ）・住所・
　　　　行政区・名前・年齢を書いて送ってください。
あて先　〒370-0692邑楽町役場企画課「広報クイズ」係
締　切　８月 14 日㈬（当日の消印有効）
※当選者は広報おうら９月号で発表します。
【７月号の当選者】（応募数 28 通、全問正解 28 通）

谷津裕美（6 区 ) 森戸綾香 (12 区）
夘月良江（15 区） 中村みつ江（16 区）
増尾駿介（22 区） 大塚　香（28 区）
森島理乃（28 区） 大川　遥（31 区）
小林正一（33 区） 水野佑香（34 区）

情
報
板

まちかど

広

そば打ち体験で素敵な出会いを
見つけてみませんか

PN.海

花
火
と
ラ
ジ
オ
体
操
は
、夏
休
み
の
定
番
だ
ね

広

PN.りの

花
火
を
見
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
わ
い
い
ね

広

↑「
思
い
や
り
駐
車
場
」西
側
の
入
口
に
、誰
に

で
も
分
か
る
よ
う
な
大
き
い
看
板
を
設
置

PN.夏休み

今
年
の
祭
り
も
、き
っ
と
楽
し
い
で
す
よ

広



2013＊AUG23

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面 広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告

22ORA TOWN＊ Public Relations

　わかば会は、邑楽町公民館主催の筆ペンとやさしい墨絵教
室の参加者を中心に、今年の４月に結成しました。メンバー
は60～ 70歳代の女性 10 人。毎月第一木曜日の午前 10時
～正午まで、邑楽町公民館で活動しています。サークルでは、
「墨絵と文字の美」を目標に、石橋弥代江先生の丁寧な指導
のもと、小筆で文字をきれいに書く練習から、墨絵の基本ま
で学ぶことができます。メンバー同士落ち着いた気持ちで筆
を走らせ、穏やかにサークル活動を楽しんでいます。現在、
メンバーを募集中。書き順から墨絵の基本まで学べるので、
初心者の人にも最適です。興味のある人は、ぜひ見学に来て
みてください。お問い合わせは、邑楽町公民館Ｇ88-1290へ。

● わかば会 ●
No.300

FRIENDS

目標は元気に地球一周分
歩き続けることなんです

石井晴夫さん
（一本木・18区）

手製の道具「ようじん棒」を片手に、今日も石井さんは歩き続けています

　
私
は
40
代
の
頃
、
健
康
診
断
で

糖
尿
病
予
備
軍
と
診
断
さ
れ
て
以

来
、
血
糖
値
を
下
げ
る
薬
を
飲
ん

で
健
康
維
持
に
努
め
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
さ
な
か
、
会
社
を
退
職

し
た
年
に
認
知
症
で
入
院
し
て
い

た
母
が
他
界
。
そ
の
一
年
前
に
も

父
を
亡
く
し
て
い
た
の
で
、
精
神

的
に
も
シ
ョ
ッ
ク
な
こ
と
が
続

き
、
気
が
滅
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
健
康
維
持
を
第
一
の

目
的
に
、
気
晴
ら
し
も
兼
ね
て
散

歩
を
日
課
に
し
よ
う
と
考
え
、
実

践
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
始
め

た
ば
か
り
の
と
き
、
昼
間
に
歩
く

の
は
、
何
だ
か
気
が
引
け
た
も
の

で
す
か
ら
、
夜
歩
く
こ
と
に
…
。

そ
の
半
年
後
に
は
、
生
活
ス
タ
イ

ル
自
体
を
変
え
よ
う
と
、
早
朝
に

歩
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
明
る
い

時
間
帯
に
歩
い
て
み
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
見
え
て
き
ま
す
。

道
端
に
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
る
、

空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
の
多
さ
で

す
。
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
捨
て
る
人
よ
り
も
拾
う
人
の
側

の
方
が
い
い
と
考
え
、
正
直
、
最

初
は
抵
抗
も
あ
り
ま
し
た
が
、
勇

気
を
も
っ
て
空
き
缶
拾
い
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。ひ
と
缶
、

そ
し
て
ま
た
ひ
と
缶
と
、
拾
い
続

け
て
６
年
目
。
最
近
は
、
挨
拶
し

て
く
れ
る
人
も
、
何
だ
か
増
え
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
あ
る
と
き

近
所
の
農
家
の
人
が
「
悪
い
ん
ね

え
。
助
か
る
よ
」
と
声
を
掛
け
て

く
れ
た
と
き
ほ
ど
、
う
れ
し
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
は
、
一
日
５
キ
ロ
歩
く
こ
と

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
３
６
０
日

歩
く
と
し
て
、
年
間
１
、８
０
０

キ
ロ
。
そ
れ
を
あ
と
14
年
続
け
る

と
、
３
万
６
、０
０
０
キ
ロ
で
、

ち
ょ
う
ど
地
球
一
周
分
歩
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
夢
は
、
元
気
に
地
球
一
周
分
歩

く
こ
と
な
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
空

き
缶
拾
い
も
続
け
ま
す
よ
。

いしい・はるお●1949 年生まれ。健康維持のため
始めた散歩の際、空き缶拾いも日課として行って
いる。自宅に持ち帰った空き缶などは、資源ごみ
として、地区の収集日に合わせて出すなどの取り
組みをしている。今年５月、その功績が認められ、
町より感謝状が授与された。趣味は、パチンコなど。

H U M A N  N O W
No.282
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成

25
年

８
月

号
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邑
楽

町
携

帯
サ

イ
ト

２
次

元
コ

ー
ド

対
応

の
携

帯
電

話
は

、
右

の
コ

ー
ド

を
ご

利
用

く
だ

さ
い

。
読

み
取

り
が

で
き

な
い

場
合

は
U

RL
を

ご
入

力
く

だ
さ

い
。

携
帯

用
U

RL　
http://w

w
w

.tow
n.ora.gunm

a.jp/k

編
集

・
発

行
　

邑
楽

町
役

場
企

画
課

〒
370-0692（

住
所

記
入

不
要

）
Ｇ

0276-88-5511（
代

表
）

Ｇ
0276-47-5007（

企
画

課
直

通
）

Ｂ
0276-89-0136

U
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w
w

.tow
n.ora.gunm

a.jp
E-m

ail  koho@
tow

n.ora.gunm
a.jp

毎
月

１
日

発
行

▶今年の4月、企画課内の異動で26年振りに、広報を担当することに
なりました。私が担当していた頃は、パソコンなどない時代で、アナロ
グの一眼レフで写真を撮り、原稿用紙に記事を書き、レイアウト用紙
に定規と鉛筆で、記事と写真を割り付けていました。私の次の担当者
が、パソコンによる編集に切り替えて現在に至っています。▶今やパ
ソコンなどのデジタル機器がないと仕事ができない状況です。この4
半世紀で大きく様変わりしました。情報機器の発達はめまぐるしく
て、正直なところ旧態依然の私では、ついて行けないこともしばしば
です。▶情報関係も担当に加わりました。梅雨明け後の猛暑と同様、私
の頭もヒートアップ中です。熱を下げる方法、教えてください。(橋圭)

ひとりごと　From editors

孫兵衛川に
コウホネ咲く

（ふれあい橋付近）

　
ど
ん
よ
り
と
曇
っ
た
空
か
ら
は
、
今
に
も
白
い

も
の
が
落
ち
て
く
る
よ
う
な
寒
い
日
の
こ
と
で
し

た
。
い
ま
の
中
野
の
地
に
一
人
暮
ら
し
の
老
婆
が

い
ま
し
た
。「
こ
ん
な
日
に
は
、
早
寝
を
す
る
に

限
る
で
」
と
、
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
日
が
西
山
に

落
ち
る
の
も
も
ど
か
し
げ
に
、
野の

ら良
仕
事
も
そ
こ

そ
こ
に
切
り
上
げ
、
夕
食
を
す
ま
せ
布
団
に
潜
り

込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
、
静
か
に
雨
戸
を
た
た
く
者
が
い
ま

し
た
。「
こ
ん
な
寒
い
晩
に
、一
体
誰
か
な
…
」と
、

い
ぶ
か
し
く
思
い
な
が
ら
雨
戸
を
あ
け
る
と
、
そ

こ
に
は
夜
目
に
も
破
れ
衣
と
分
か
る
身
な
り
の
旅

僧
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。「
何
か
ご
用
で
」
と
問

う
と
、「
無ぶ

し
つ
け躾
な
が
ら
、
一
夜
の
宿
を
お
願
い
し

た
い
の
で
す
」
と
言
っ
て
、
深
々
と
丸
い
頭
を
下

げ
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
聞
く
と
老
婆
は
何
の
た
め
ら
い
も
な

く
、「
見
る
と
お
り
狭
苦
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

ど
う
ぞ
」
と
家
に
入
れ
、
白さ

ゆ湯
を
勧
め
、
話
が
咲

い
て
く
る
と
粥か

ゆ

ま
で
振
る
舞
い
ま
し
た
。
見
ず
知

ら
ず
の
旅
僧
に
な
ん
の
疑
い
も
か
け
ず
、
そ
の
上

こ
の
よ
う
な
も
て
な
し
に
感
激
し
た
僧
は
、
傍
ら

に
あ
っ
た
厚
め
の
木
の
板
を
手
に
取
り
、
一
晩
中

ま
ん
じ
り
と
も
し
な
い
で
、
一
心
に
弁
天
様
を
刻

み
ま
し
た
。

　
や
が
て
夜
が
白
じ
ら
と
明
け
初
め
た
と
き
、
老

婆
に
厚
く
礼
を
述
べ
た
あ
と
、
一
夜
で
刻
ん
だ
弁

天
像
を
渡
し
、「
こ
の
地
に
疫
病
が
入
っ
た
ら
社

を
建
て
、
像
を
祭
れ
ば
疫
病
か
ら
救
わ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
」
と
伝
え
る
と
、
い
ず
こ
と
も
な
く
立

ち
去
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
何
年
か
た
っ
て
、
こ
の
村
に
疫
病
が

入
り
、
村
人
は
次
々
重
い
病
気
で
倒
れ
ま
し
た
。

困
っ
た
村
人
た
ち
は
、
旅
僧
の
教
え
ど
お
り
二
ツ

橋
と
い
う
と
こ
ろ
に
弁
天
様
を
祭
り
、
日に

っ
さ
ん参
し
ま

し
た
。
す
る
と
、
疫
病
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
村
か
ら

退
散
し
ま
し
た
。
弁
天
様
の
ご
利
益
を
目
の
当
た

り
に
し
た
人
々
は
、
み
ん
な
有
り
難が

た

い
弁
天
様
を

ま
す
ま
す
信
仰
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
あ
る
年
の
大
水
で
無
残
に
も
社
ご
と
向む

か
い
の野

（
鶉
新
田
）
に
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
が
再
三
起
き
た
の
で
村
人
は
相

談
の
末
、
多
々
良
沼
に
面
し
た
向
野
突
端
の
浮
き

島
に
弁
天
様
を
祭
り
、社
を
建
て
「
浮
き
島
弁
天
」

と
、
よ
ん
だ
そ
う
で
す
。
こ
う
し
て
、
こ
の
弁
天

様
は
鶉
、
鶉
新
田
の
守
護
尊
と
な
り
ま
し
た
。
弁

天
様
の
春
秋
の
祭
礼
、と
く
に
戊
巳
（
つ
ち
の
え
・

み
）
年
に
は
大
開
帳
を
行
い
、
そ
の
中
間
の
三
〇

年
目
に
は
半
開
帳
と
い
っ
て
、
大
変
な
賑
い
で
し

た
。
今
も
弁
天
様
は
土
地
の
人
た
ち
か
ら
信
仰
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
昔
、
老
婆
に
一
夜
彫
り
の
弁
天
様
を
残
し

て
く
れ
た
旅
僧
は
弘
法
大
師
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
弁
天
像
は
「
弘
法
大
師
爪
彫
り
弁
天
」
と

称
し
て
鶉
の
恩
林
寺
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
像
は
鶉
新
田
の
鶉
古
城
の
守
護
仏
と
し

て
江
の
島
弁
天
を
勧か

ん
じ
ょ
う請
し
た
も
の
だ
と
い
う
説
も

あ
り
ま
す
。

〈
第
二
十
七
回
〉

Photo 髙根澤高明（記録ボランティア）

弘
こ う ぼ う

法様の爪
つ め

彫
ぼ

り弁天

あすへひとこと

町内外を問わず、多くの参拝客が訪れる浮島弁財天（多々良沼公園内）

若い人たちに語り継ぎたい、
次の世代に残しておきたい。
貴重な話をお届けします―。

「邑楽町の昔ばなし」より

【発行】邑楽町老人クラブ連合会　【編集】あすへひとこと編集委員会
平成 10 年 12 月 31 日発行「高齢者の語り（第六集）あすへひとこと」より
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